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安政
あんせい

3年（1856）2月 9日～大正 10年（1921）11月 4日 
  

明治
めいじ

・大正期の政治家
せ い じ か

であり、岩手を代表する先人の一人。子どもの頃
ころ

の名前は

「健
けん

次郎
じろう

」、俳句
はいく

を詠
よ

むときの名前は「一山
いちざん

」、「逸山
いつざん

」。「はらけい」とも呼
よ

ばれる。 

岩手県盛岡市
もりおかし

で士族
しぞく

（ 侍
さむらい

の家）の原家に生まれるが、後から分家して平民
へいみん

と

なる。新聞記者、そして政治家となり、大正 7 年（1918）第 19 代内閣
ないかく

総理
そうり

大臣
だいじん

。

「平民
へいみん

宰 相
さいしょう

」と呼
よ

ばれる。 

大正 10年（1921）11月 4日東京駅で刺
さ

され 65歳
さい

で亡
な

くなった。 

墓
はか

は岩手県盛岡
もりおか

市内の大慈寺
だ い じ じ

にある。 

書いた本は『原 敬
はらたかし

日記
にっき

』、フランス語の翻訳書
ほんやくしょ

など。 

郷土
きょうど

岩手のために、鉄道の開設
かいせつ

や岩手
いわて

県立
けんりつ

図書館
としょかん

開館、『南部史
な ん ぶ し

要
よう

』という本

の発行などをした。 

盛岡
もりおか

市内には原 敬
はらたかし

記念館
きねんかん

がある。 
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１ 

そめちゃん 

３

ポストン はい、じゃんじゃん！ 初
はじ

めての「わんこそば」体験
たいけん

をきっかけに、 

岩手の食に興味
きょうみ

を持ったそめちゃん。そこに、

ポストンがあるものを持ってやってきました。

……。 

岩手の食文化について、僕が作った本

を紹介するよ！ ポストンが作った『いわての食文化』。 

はたしてその内容は……？ 

え～っ！ 
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寒さの厳
きび

しい気候の県北地方では、山と山の間に耕地
こ う ち

がひらけており、かつては水田
すいでん

が少なく、

ヒエやアワ、そば、大麦などの雑穀が食の中心でした。畑地で作られる雑穀は、寒さに強く、長

い期間の保存にも優れているのが特徴
とくちょう

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ざっこく 

ヒエは米よりも寒さに強く、岩手県で

は古くから栽培
さいばい

されていました。主な食

べ方として、米と混ぜた「ひえめし」の

ほか、もちやおかゆ、団子などの多くの

食べ物があります。現在、ヒエは花巻市

が生産量日本一で、「花巻ひえカレー麺
めん

プロジェクト」というユニークな取り組

みもあります。 

 

キビは高温と乾燥
かんそう

に強く、生育
せいいく

期間
きかん

も短いのが特徴です。県北地方の郷土料

理「うきうきだんご(へっちょこだん

ご)」は、タカキビの粉のだんごをあず

き汁に入れて煮たもので、1 年の農作業

の締めくくりの庭
にわ

仕舞
じ ま

いの日などに作

られます。白米に入れて炊き込むと、き

れいな黄金色のご飯になります。 

アワは日本に農耕
のうこう

が伝わったこ

ろからの重 要
じゅうよう

な作物で、乾燥に強

いことから主に畑で栽培されてい

ます。粒
つぶ

はタンパク質などが豊富
ほうふ

で、自然な甘さがあります。ご飯や

おかゆ、もちなどにするほか、 

どぶろく（にごり酒)の材料 

としても使われました。 

 

キビ/黍 

ヒエ/稗 

アワ/粟 

アワの穂は、動物のしっぽ
に似ていることから、英語
で「Foxtail millet」 

（きつねのしっぽ）という
名前がつけられているよ。 

写真提供：岩手県農業研究センター 県北農業研究所 作物研究室 

 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

奥羽
お う う

山系
さんけい

の山々に囲まれたこの地域は、雪がたくさん降る地域として有名です。 

山菜やきのこ、川魚、動物たちなど、春夏秋冬の山の恵
めぐ

みをふんだんに利用し

た料理や、雪深く冬が長いこの地域ならではの食料を蓄えるための知恵に特徴が

あります。春は山菜、秋はきのこが多く、種類も豊富で塩漬
し お づ

けにするもの、 

干して蓄
たくわ

えるもの、正月用や普段のおかず用など、それぞれの持ち味を 

活かしながら活用しています。 

 

  

盛岡市から北上市あたりまでの北上川

流 域
りゅういき

を中心とする、県のほぼ真ん中の地域で

は平らな土地が多く、水田
すいでん

地帯
ちたい

がひらけてい

ました。江戸時代の頃から稲作が広まりまし

たが、寒さに弱い稲だけでは食生活が安定し

ないため、大麦
おおむぎ

や小麦
こむぎ

などの畑作も行ってい

ました。そのため、米や小麦、大麦、そばな

どを粉にして、水を加えてこねた「しとねも

の」がよく作られ、なかでも「ひっつみ」や

「きりせんしょ」、「おちゃもち」などが有名

です。「しとねもの」は、普段から食べられる

ものとしても重要で、種類も豊富でした。 

寒冷な北部では雑穀が中心。 

魚介類は秋田から入ってくるも

のが多く、長い冬に備えて「す

し漬」という独特な方法で保存

します。 

 

北 
沢内
さわうち

南部
な ん ぶ

や湯田
ゆ だ

地方は、山

あいの標高
ひょうこう

の高い所ですが、

米作りの気象条件にも恵ま

れ、江戸時代から稲作地帯と

して知られていました。 

 

南 

北と南でも、
ちがいが 
あるよ 

おちゃもち 
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豊かな稲作
いなさく

地帯
ちたい

が広がる一関地方では、米

を中心とした食べ物が多く、もちもそのひと

つです。祭りや、農作業
のうさぎょう

の節目
ふしめ

、結婚式
けっこんしき

、お

葬式
そうしき

など、さまざまな儀式
ぎしき

のときにもちは欠

かせない食べ物でした。 

このもち文化は、江戸時代に武家
ぶ け

の

年中行事
ねんじゅうぎょうじ

から始まり、やがて神仏
しんぶつ

や農作業

の節目にもちを供え、豊作
ほうさく

と家内
かない

安全
あんぜん

を祈る

農家の行事となったといわれています。 

あんこもちや、くるみもち、ずんだもち、

えびもちなど、もちの種類は 300 をこえ 

日本一といわれるほどさまざまな食べ方が

今でも伝わっています。もちの本膳
ほんぜん

料理は、

この地方独特の食文化です。 

親潮
おやしお

と黒潮
くろしお

とがぶつかる三陸
さんりく

沖
おき

の海では、一年を通じて魚介類
ぎょかいるい

が水揚
みずあ

げされ、昆布
こ ん ぶ

やワカメな

どの海
かい

藻類
そうるい

も豊富です。豊かな海産物
かいさんぶつ

を背景
はいけい

に、沿岸
えんがん

独特
どくとく

の食文化が形成
けいせい

されました。 

季節の素材
そ ざ い

を無駄
む だ

なく美味
お い

しく食べるための工夫がなされ、また、塩漬
し お づ

けや干物
ひもの

など、とれた

魚や海藻
かいそう

などを遠くに出荷するための加工
かこう

方法
ほうほう

も発達しています。 

平地の少ない沿岸部の主食は、ひえ・あわ・麦などの雑穀
ざっこく

が混じった三
さん

穀
こく

飯
めし

が基本でした。ま

た、「めのここんぶ」を乾燥したものを保存食として備えている家庭が多く、これを三穀飯に混ぜ

た「めのこ飯
めし

」は、田畑が少ない地域で工夫された「かて飯」（貴重
きちょう

な米を食い延
の

ばすために、他

の穀類
こくるい

や野菜などを混
ま

ぜて炊
た

いたもの）の一つです。 

一関のもち膳  写真提供：川嶋印刷 

 

平成 25 年（2013）5 月に登録された、

ユネスコ無形
むけい

文化
ぶんか

遺産
いさん

「和食：日本人の

伝統的な食文化」の登録
とうろく

提案書
ていあんしょ

の中

に、一関地方の「もち食文化」が紹介さ

れているよ。 
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クルミと黒砂糖
くろざとう

を包んだ団子
だ ん ご

を、野菜たっぷりのしょうゆ汁で

煮込んだまめぶ汁は、久慈市
く じ し

山形町
やまがたちょう

（旧
きゅう

山形村
やまがたむら

）の郷土料理です。

まめぶ汁で久慈市を PR しようと、平成 22 年（2010）に「久慈ま

めぶ部屋」が結成され、化粧
けしょう

まわしに相撲
す も う

のかつらというユニー

クなスタイルで活動しています。 

 

ふるさとの名物をつくろうと、北上調理師会
ちょうりしかい

が中心となり、 

平成 18 年（2006）、地元食材
じもとしょくざい

の二子
ふ た ご

さといも・黒毛
くろげ

和牛
わぎゅう

（きた

かみ牛等）・白ゆりポーク・アスパラガスを使って作られました。

二子さといもの粘
ねば

りの強いとろりとした食 感
しょっかん

が特 徴
とくちょう

です。店独

自にアレンジしたコロッケを、サンドイッチや丼物
どんもの

、巻き寿司
ず し

に

したり、そばやうどんにトッピングしたりと食べ方も様々です。 

 キャベツをはじめ、岩手町が誇
ほこ

る新鮮な食材を活かしておいし

いものを作ろうと、平成 21 年（2009）に地元飲食店等が集まっ

て考案されました。岩手町ブランドの「食」の発信と展開によっ

て、地元食
じもとしょく

産 業
さんぎょう

と観光
かんこう

振興
しんこう

を図
はか

ることを狙
ねら

いとして活動してい

ます。 

一羽から約 20グラムしか取れない一関産の鳥
とり

腹膜
ふくまく

を、地元産の

味噌
み そ

を使った特製
とくせい

ダレで焼いたハラミ焼は、歯ごたえある食感と、

旨味
うまみ

たっぷりのジューシーさ、香ばしい味噌の風味が特徴
とくちょう

です。 

地域をもっと元気にしたいと、青年教育事業「青年ふれあい塾
じゅく

」

から誕生
たんじょう

しました。 

いちご煮 

写真提供（上から）： いちのせきハラミ焼なじょったべ隊・いわてまち焼きうどん連合歓隊・北上観光コンベンション協会・

久慈市観光物産協会 

 

いちのせきハラミ焼 

いわてまち焼きうどん 

 

北上コロッケ 

 

久慈まめぶ汁 

 

近年、郷土
きょうど

料理
りょうり

や、ご当地グルメなど、地域
ち い き

の「食」を通したまちおこしが活発になってきて

います。なかでも、「ご当地グルメでまちおこしの祭典！B-1 グランプリ」（通称
つうしょう

:B-1 グランプ

リ）は、地域を元気にすることを目指したまちおこしイベントとして注目されています。岩手県

からは、「いわてまち焼きうどん連
れん

合歓隊
ごうかんたい

」・「いちのせきハラミ焼なじょったべ隊」・「北上コロ

ッケまるっと Lab」・「久慈まめぶ部屋」の 4 団体が参加しています。 
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全国でも有数
ゆうすう

の麺
めん

の消費地
しょうひち

である盛岡市は、麺を特産品
とくさんひん

ブランドとして位置づけ、「MORIOKA
も り お か

麺マップ」を作成するなど、盛岡の麺文化の情報
じょうほう

発信
はっしん

を行っています。わんこそば・盛岡冷麺・

盛岡じゃじゃ麺は、「盛岡三大麺」として、全国的にも取り上げられることが増えてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡冷麺の元祖
がんそ

は、盛岡市大通に店を構

える「食 道
しょくどう

園
えん

」。朝 鮮
ちょうせん

半島
はんとう

北東部で生ま

れた青木
あおき

輝人
てると

氏が、昭和29年(1954)に故郷
こきょう

の味を再現したのがはじまりです。当初は

平 壌
ぴょんやん

冷麺と同じくそば粉とでんぷんを使

っていましたが、盛岡の人々の好みに合わ

せて改良と試行
しこう

錯誤
さくご

を重ねて、現在のスタ

イルができあがりました。小麦粉とでんぷ

んで作るコシの強い半透明
はんとうめい

の麺が特徴で

す。 

昭和 20 年代後半、盛岡市桜 山
さくらやま

の「白
ぱい

龍
ろん

」

の創業者
そうぎょうしゃ

・高階
たかしな

貫
かん

勝
しょう

氏が、現在の大通サ

ンビル周辺の屋台
やたい

で提供したのが始まりと

いわれています。太平洋
たいへいよう

戦争中
せんそうちゅう

、中国東北

部(旧満州
きゅうまんしゅう

)に移住した際、現地で味わった

家庭料理・炒 醤
ジャージャー

麺
ﾒ ﾝ

をアレンジして作られま

した。 

平
ひら

麺
めん

に肉みそ・薬味
やくみ

、好みで調味料
ちょうみりょう

を合

わせて混ぜ、麺と具は全部食べきらずに少し

だけ残しておき、溶
と

き卵とゆで汁
じる

を加えて作

る、「チータンタン」で締めます。これは中

国語で鷄蛋湯(ジーダンタン)といい、高階さ

んが酔
よ

い覚ましに飲んでいるのを見たお客

さんのリクエストでメニューに登場したそ

うです。 

盛岡冷麺 

盛岡じゃじゃ麺 

写真提供：盛岡市商工観光部観光課 

盛岡市は、総務省
そうむしょう

統 計 局
とうけいきょく

が実施した

「家計
かけい

調査
ちょうさ

報告
ほうこく

」（平成 22～24 年の

平均）で「中華めん」の購 入
こうにゅう

が全国の

県 庁
けんちょう

所在地
しょざいち

で 1 位になるほど、麺が

好まれているまちだよ。 

 

も り お か さ ん だ い め ん 
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那珂梧楼(なかごろう)（江帾五郎） 

【1827 – 1879】 

  

漢学者。本名通(みち)高(たか)、初め堅弥また堅輔、五郎ともいう。19 歳のときに脱藩、江戸・

京都に遊学し、吉田松陰らと交遊する。安政 6 年（1859）に帰藩し、藩校「明義堂」の教授に

任ぜられる。慶応元年（1865）には「作人館」の教授となり、学制改革を行う。明治元年（1868）、

戊辰戦争の戦犯として、楢山佐渡、佐々木直作とともに東京に護送され、『幽囚日録』を残す。

明治 4 年（1871）に特赦された後、大蔵省・文部省に那珂通高(なかみちたか)の名で出仕し、『小

学校読本』の校閲に当たった。一家で東京に移住し、上京した原敬も寄寓した。 

参考：『岩手近代教育史 第 1 巻』（岩手県教育委員会 1981） 

長岡高人『盛岡藩校作人館物語』（熊谷印刷出版部 1980） 

那珂梧楼(なかごろう)（江帾五郎） 

【1827 – 1879】 

  

漢学者。本名通(みち)高(たか)、初め堅弥また堅輔、五郎ともいう。19 歳のときに脱藩、江戸・

京都に遊学し、吉田松陰らと交遊する。安政 6 年（1859）に帰藩し、藩校「明義堂」の教授に

任ぜられる。慶応元年（1865）には「作人館」の教授となり、学制改革を行う。明治元年（1868）、

戊辰戦争の戦犯として、楢山佐渡、佐々木直作とともに東京に護送され、『幽囚日録』を残す。

明治 4 年（1871）に特赦された後、大蔵省・文部省に那珂通高(なかみちたか)の名で出仕し、『小

学校読本』の校閲に当たった。一家で東京に移住し、上京した原敬も寄寓した。 

参考：『岩手近代教育史 第 1 巻』（岩手県教育委員会 1981） 

長岡高人『盛岡藩校作人館物語』（熊谷印刷出版部 1980） 

「ハイ、じゃんじゃん！」、「ハイ、どんど

ん！」などの掛
か

け声とともに、一口分のそ

ばを給仕
きゅうじ

が次々お椀
わん

に投げ入れてくれる

盛岡流
もりおかりゅう

のわんこそば。お椀にふたをすれ

ば、「ごちそうさま」の合図です。 

わんこそばの由来
ゆらい

には、盛岡藩
もりおかはん

のお

殿様
とのさま

・南部
な ん ぶ

利
とし

直
なお

公
こう

が花巻に泊まった際、地

元の人が殿様
とのさま

にすすめたそばが平
ひら

碗
わん

だっ

たところからという説や、お客様をそばで

もてなす「そば振
ぶ

る舞
ま

い」の説など、いく

つかの説があります。 

 

◆ わんこそば全日本大会（花巻市） 

毎年 2 月 11 日に花巻市文化会館で開催。

わんこそばを制限時間 3～5 分以内に何杯

食べられるかを競います。 

 

◆ 全日本わんこそば選手権（盛岡市） 

毎年 11 月中旬に盛岡劇場で開催。わんこ

そばを 15 分間 1 本勝負で何杯食べられる

かを競います。グループによるわんこそば

選手権も行われます。 

 

わんこそば 

わんこそば競技 

写真提供：盛岡市商工観光部観光課 

Q.そばが好きで、花巻のおそば屋さんで、

いつも「天ぷらそば」と「サイダー」を 

頼んでいた人は誰？  

 

① 金田一
きんだいち

京
きょう

助
すけ

 

② 原 敬
はらたかし

 

③ 宮沢
みやざわ

賢治
けんじ

 

④ 新渡戸
に と べ

稲造
いなぞう

 

わんこそば全日本大会の歴代
れきだい

最高
さいこう

記録
きろく

は、第 52 回大会（平成

22 年）の 5 分間で 254 杯！ 

※ お店によって差はありますが、

15 杯でかけそば 1 杯分です 

 

 
ヒント：私は花巻出身

の童話作家……。 

 

★ クイズの答えはさいごのページにあるよ 
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俳人・原敬 

  

原は、一山（逸山）と号して俳句を趣味としていた。句帖には 622 の俳句が記されている。句作

を始めたのは、句帖を見ると大正 2 年頃からで、大正 4、5 年頃から数が多くなっている。 

動機は、いろいろと想像されているが、抱琴と号した甥の原達(とおる)が明治 45 年に夭折し、そ

の遺志をつぐためと、またその死による心の痛手を癒すためと考えられている。田村順之助を師

匠と仰ぎ、指導を受けるようになるが、田村の指導はかなり厳しく、添削で原型をとどめなくな

ることもあったようだ。その厳しい指導を乗り越えて、特に晩年の作品は素人離れしており趣味

の領域を超えている。 

 

焚く香の煙のみだれや秋の風（盛岡藩士戊辰殉難者五十年祭が行われた大正 6 年の作品） 

  

参考：原敬∥著『原敬句帖』（大慈会 1997） 

原敬記念館∥編『原敬と俳句』（原敬記念館 1990） 

菊池 武利∥著『一山・政党人・原敬』（岩手日報社 1992） 

木村 幸治∥著『本懐・宰相原敬』（熊谷印刷出版部 2008） 

書名 

（本の名前） 

著 者
ちょしゃ

 

（書いた人） 

発行者 

（出したところ） 

発行年 

（出した年） 

イーハトーブの食
しょく

文化
ぶ ん か

 岩手県
いわてけん

立
りつ

博物館
はくぶつかん

 岩手県
いわてけん

文化
ぶ ん か

振興
しんこう

事業団
じぎょうだん

 1996 

おいしい穀物
こくもつ

の科学 井上
いのうえ

 直人
なおと

 講談社
こうだんしゃ

 2014 

広報
こうほう

いちのせき 

2014 年 11 月号 

企画
きかく

振興部
しんこうぶ

市政
しせい

情報課
じょうほうか

 
岩手県
いわてけん

一関市
いちのせきし

 2014 

広報
こうほう

もりおか  

2007 年 7 月 1 日号 

市長
しちょう

公室
こうしつ

 

広聴
こうちょう

広報課
こうほうか

 
盛岡市
もりおかし

 2007 

調べる!47都道府県
とどうふけん

 こどもくらぶ 同友館
どうゆうかん

 2013 

食べよう いわて 岩手県 
岩手県
いわてけん

農業
のうぎょう

改良
かいりょう

普及会
ふきゅうかい

 
2011 

伝 承
でんしょう

写真館
しゃしんかん

日本
にほん

の 食
しょく

文化
ぶんか

 1 農文協 農山
のうさん

漁村
ぎょそん

文化
ぶんか

協 会
きょうかい

 2006 

日本
に ほ ん

の食生活
しょくせいかつ

全集
ぜんしゅう

 3 

「日本
に ほ ん

の食生活
しょくせいかつ

全集
ぜんしゅう

 岩手
い わ て

」編集
へんしゅう

委員会
いいんかい

 

農山
のうさん

漁村
ぎょそん

文化
ぶんか

協 会
きょうかい

 1984 

めん都
と

もりおか 松田
まつだ

 十 刻
じゅっこく

 
盛岡
もりおか

出版
しゅっぱん

 

コミュニティー 
2010 

もちの絵本 
えがわ かずのり 

たけうち つーが 
農山
のうさん

漁村
ぎょそん

文化
ぶんか

協 会
きょうかい

 2004 

MORIOKA 麺マップ ― 
盛岡
もりおか

麺
めん

まつり 

実行
じっこう

委員会
いいんかい

 
― 

 

 

 

 

 

 

 

★マークがついているものは、 

小学生のみんなが読みやすい本だよ。 

ぜひ読んでみてね♪ 

★ 

★ 
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（いわての麺クイズのこたえ：③ 宮沢賢治） 

この資料
しりょう

を作るために 協 力
きょうりょく

してくれた 

みなさんです。（50 音 順
じゅん

・敬 称
けいしょう

略
りゃく

） 

 

いちのせきハラミ焼
やき

なじょったべ隊
たい

 

岩手県
いわてけん

農業
のうぎょう

研究
けんきゅう

センター研究所
けんきゅうしょ

 県
けん

北農業
ほくのうぎょう

研究所
けんきゅうしょ

 作物
さくもつ

研究室
けんきゅうしつ

 

いわてまち焼
やき

うどん連
れん

合歓隊
ごうかんたい

 

川嶋
かわしま

印刷
いんさつ

  

北上観光コンベンション協会  

久慈
く じ

市観光物産協会 

盛岡市
もりおかし

商工
しょうこう

観光部
かんこうぶ

観光課
かんこうか

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県立図書館  子ども向け郷土
き ょ う ど

資料
し り ょ う

 vol .5 

いわての食文化 

発 行 年 ： 平 成
へ い せ い

   ２ ７ 年 ４ 月 

発 行 者 ： 岩手県立図書館  指定管理者 

「郷 土
きょうど

」とは 

生まれ育った 

ふるさとの 

「郷 土
きょうど

」とは 

生まれ育った 
「郷 土

きょうど

」とは 

生まれ育った 

そめちゃん 

ブラリー 
ポストン 


